




































宇都宮大学国際学部国際社会学科４年 大 城　 五 月
本人の力を引き出すために
シリーズ；学生ボランティア派遣体験記3
益子町立益子中学校 那 花　 幸 子
学生ボランティアを受け入れて
昨年の夏休み、急に中国籍の男子生徒を受け入
れることになりました。転入前の中学校には外国籍
の生徒のための教室があり、週に数時間、そこで
勉強をしていたそうです。しかし、本校ではそういっ
た教室はなく、普通学級で対応できるかどうか心
配でした。
本人の明るく社交的な性格もあり、ことばの壁は
あるものの、周囲の生徒とは打ち解けて生活できる
ようになりましたが、数学・英語以外の授業は解ら
ないということでした。
何か支援の方法はないかと悩んでいたところ、
宇都宮大学ＨＡＮＤＳプロジェクトの案内が目にと
まり、学生ボランティア派遣をお願いしました。交
通手段等の問題がありましたが、大学側で配慮を
してくださり、大城さんが週に２時間、個別に指導
をしてくれることになりました。
大城さんには、１時間はテキストを使って日本語
の学習を、もう１時間は授業で解らないところの解説
（社会）をお願いしました。中国語が堪能な大城さ
んに男子生徒もすぐに打ち解け、安心して学習に臨
めたようです。やさしく丁寧に指導してくださり、日
本語のテキストは３か月くらいでマスターできました。
男子生徒は、県立高校への進学を希望しており、
来日したのが小学６年の12月のため、特例措置の
入試を受けることができません。今後も学生ボラン
ティアの方の力をお借りして、学習意欲の高い本人
へのできる限りの学習支援をしたいと思います。
